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Ⅱ ９月補正予算案の主な施策 
 

 

１ 安全で豊かなくらしの実現 

 

○今年になって急増している自動車盗や空き巣などの侵入盗への対策を強化する 

ため、ビデオカメラ等の捜査用資機材を緊急整備します。 
また、交通事故死者数も増加傾向となっているため、特に事故の多い高齢者を対象

とした交通事故抑止対策を強化します。 
○県立学校の耐震化について、平成２７年度末までの完了を目指し、２６年度実施 

予定の工事を前倒しで発注するため債務負担行為を設定します。 
○国の経済対策により追加交付された地域医療再生臨時特例基金を活用し、災害医療

体制の充実強化、医師等の確保対策、在宅医療体制の構築を一層推進します。 
○看護師確保をさらに促進するため、看護師学校の整備に対する助成を増額します。 
○障害者関係の社会保障費について、障害福祉サービスの急激な増加に対応するため、

所要額を確保します。 
○再生可能エネルギーの活用を促進するため、国からの補助金により基金を造成し、

避難所や防災拠点などの公共施設に太陽光発電設備等の導入を進めます。 
 

◎自動車盗・侵入盗緊急対策事業【新規】（14頁 1 段目）                  28,000 千円 

◎高齢者交通死亡事故抑止緊急対策事業【新規】（14 頁 2段目）            15,000 千円 

◎県立学校耐震化推進事業（15 頁 1段目）             （債務負担行為 6,150,000 千円） 

◎地域医療再生臨時特例基金事業（国の 24 年度補正予算措置分）【新規】（16 頁～18 頁） 

 2,329,018 千円 

  ・災害医療体制整備事業【新規】（16 頁 2段目）                      898,400 千円 

  ・寄附講座の設置による香取海匝保健医療圏の医師確保対策事業【新規】（17 頁 1段目） 

 18,000 千円 

・在宅医療連携拠点事業【新規】（18 頁 1 段目）                       19,000 千円 

◎看護師学校施設・設備整備事業（19 頁 2 段目）                         99,000 千円 

◎障害者自立支援給付費負担金（20 頁 2段目）                        1,312,628 千円 

◎障害児通所給付費負担金（20 頁 3 段目）                              262,709 千円 

◎再生可能エネルギー等導入推進基金事業【新規】（21 頁 3 段目）       1,835,900 千円 
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２ 千葉の未来を担う子どもの育成 

 
○待機児童解消を加速化するため、新たに、一定の基準を満たす認可外保育施設や 

預かり保育を実施する幼稚園に対して支援を行います。また、子育て環境の改善を

図るため、私立幼稚園等が実施する、老朽化した遊具等の整備について助成を行い

ます。 
○船橋特別支援学校分校整備について、生徒の安全確保のため、スプリンクラー増設

などの追加工事を行うための経費を増額し、開設年度を２６年度から２７年度に 

変更します。 
○大原高校、岬高校及び勝浦若潮高校を統合し、現在の大原高校に総合学科を設置 

するため、必要な実習室等の整備を行います。 
○理科教育の充実を図るため、県立高校において、理数科の備品などを追加整備  

します。 
 

◎認可外保育施設運営支援事業（22 頁 1段目）                         100,000 千円 

◎認定こども園整備事業（22 頁 2段目）                               174,000 千円 

◎幼児教育の質の向上のための環境整備事業（22 頁 3 段目）             129,000 千円 

◎特別支援学校分校・分教室等整備事業（23 頁 2 段目）                  50,000 千円 

（債務負担行為 1,309,000 千円） 

◎高等学校再編事業（24 頁 1 段目）                                    36,500 千円 

◎理科教育等設備整備事業（24 頁 2 段目）                              25,000 千円 
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３ 経済の活性化と交流基盤の整備 

 
○ちばアクアラインマラソンの開催などで高まっている本県の魅力を県内外に  

発信し、観光客や宿泊客の一層の増加につなげるため、テレビ番組等を活用した 

魅力発信を強化します。 
○成田空港利用者の快適性の向上を図り、空港を核とする経済活性化を進めるため、

平成２７年３月を目途に空港のノンストップゲート化を図ります。これに伴い、 

新たな警備体制に必要な機器、車両を整備するための債務負担行為を設定します。 
○緊急雇用創出事業等臨時特例基金を活用し、若年者の早期就労を支援するとともに、

国内外の企業の立地意向調査等を行い、本県への企業誘致を推進します。 
○国庫補助を活用し、農業水利施設、漁港の老朽化対策や公園の長寿命化対策、   

舗装道路修繕事業などを拡充します。 
 
 

◎千葉の魅力発信推進事業（25 頁 1 段目）                               30,000 千円 

◎空港のノンストップゲート化に向けた警備の高度化事業【新規】（25頁 2 段目）  

         （債務負担行為 409,000 千円） 

◎若年者就労応援事業【新規】（26 頁 1段目）                           208,500 千円 

◎国内外企業に対する立地意向調査事業【新規】（26 頁 2段目）            20,000 千円 

◎土地改良事業（28 頁 1 段目）                                        308,873 千円 

◎漁港建設事業（28 頁 2 段目）                                        402,520 千円 

◎県立都市公園長寿命化対策事業  （31 頁 1 段目）                       18,705 千円 

◎道路橋りょう事業（30 頁 1 段目）                                  3,050,626 千円 
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